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4/3　西部事業所

4/18　東部事業所

広酪西部ミルク会総会

甲奴郡酪農女性部

　

広
酪
西
部
ミ
ル
ク
会（
東
方
田
博
子
会
長
）は
総
会
を
開
催
し
、

十
名
が
参
加
し
た
。

　

西
部
ミ
ル
ク
会
で
は
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ジ
メ
ン
ト
や
先
進
地
視

察
研
修
で
の
勉
強
会
等
、
活
発
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。
近
年

会
員
数
が
減
少
し
、
現
在
の
会
員
数
は
二
十
名
と
な
る
状
況
の
中
、

積
極
的
な
会
員
勧
誘
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

総
会
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
活
動
報
告
及
び
収
支
決
算
報
告
・

平
成
二
十
四
年
度
活
動
計
画
及
び
収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
、
新

た
に
砂
子
靖
子
さ
ん
、
渡
辺
沢
子
さ
ん
、
三
戸
郁
代
さ
ん
、
柿
原

ち
と
み
さ
ん
の
四
名
が
役
員

に
選
任
さ
れ
、
後
日
、
役
員

会
の
互
選
で
砂
子
靖
子
さ
ん

が
会
長
に
選
任
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
は
西
中
晃
参

事（
広
酪
）
が
、
酪
農
情
勢
や

ミ
ル
カ
ー
点
検
の
結
果
を
伝

え
、
ミ
ル
カ
ー
点
検
で
は

五
十
五
戸
中
五
十
二
戸
が
受

検
状
況
を
報
告
、
改
善
指
摘

に
疑
問
が
あ
れ
ば
乳
質
改
善

係
が
再
度
対
応
す
る
と
し
て
、

「
牧
場
経
営
に
は
女
性
の
パ

ワ
ー
が
欠
か
せ
な
い
。頑
張
っ

て
頂
き
た
い
」と
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。

第
四
十
六
回
総
会
を
開
催

新
部
長
に
溝
辺
博
子
さ
ん

副
部
長
に
田
辺
信
美
さ
ん
を
選
出

　

甲
奴
郡
酪
農
女
性
部（
池
田
月
美
部
長
）

は
、
第
四
十
六
回
総
会
を
開
催
し
、
十
三

名
が
出
席
し
た
。
上
程
し
た
平
成
二
十
三

年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
書
、
平
成

二
十
四
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
案
は
、

全
て
を
可
決
承
認
し
た
。

　

池
田
部
長
は
「
や
っ
と
桜
が
咲
き
ま
し

た
。
昨
年
も
色
々
大
変
で
し
た
が
、
今
年

も
飼
料
や
燃
料
の
高
騰
で
次
か
ら
次
と
私

達
を
苦
し
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
酪
農
を
頑
張
っ
て
続

け
て
行
き
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
さ
れ
、
今
年

度
は
役
員
改
選
期
に
あ
た
り
、
新
部
長
に

溝
辺
博
子
さ
ん
、
副
部
長
に
田
辺
信
美
さ

ん
を
選
出
し
承
認
し
た
。

　

総
会
後
は
甲
奴
郡
酪
女
性
部
の
会
合
に

出
席
の
隅
屋
寒
三
専
務（
広
酪
）か
ら
、
三

月
の
「
ひ
ろ
ら
く
女
性
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議

会
」に
よ
る
「
ら
く
の
う
か
あ
ち
ゃ
ん
の
日

頃
の
疲
れ
を
癒
す
会
・
意
見
交
流
会
」参
加

へ
の
御
礼
と
最
近
の
酪
農
情
勢
の
説
明
を

聞
い
た
。

　

質
疑
で
は
「
広
酪
は
生
産
者
に
対
し
て
要

望
す
る
ば
か
り
。
生
産
者
に
気
持
ち
を
傾

け
て
貰
え
る
こ
と
は
な
い
の
か
」、「
今
後
、

高
齢
化
が
進
み
廃
業
等
が
影
響
し
広
酪
の

扱
う
総
乳
量

が
減
る
傾
向

の
中
、
ど
の

様
に
維
持
さ

れ
る
考
え
か
」

　
「
広
酪
職
員

の
顔
や
仕
事
が
見
え
な
い
。
指
導
が
な
い
」、

「
ヘ
ル
パ
ー
事
業
に
問
題
が
起
き
過
ぎ
て
ヘ

ル
パ
ー
利
用
が
不
安
で
あ
る
」「
今
も
県
酪

体
質
で
あ
る
。」等
、
組
合
運
営
に
対
す
る

厳
し
い
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

専
務
か
ら
は
「
女
性
部
が
各
地
区
の
リ
ー

ダ
ー
的
な
存
在
と
し
て
活
躍
し
て
頂
き
た

い
。
何
処
に
行
っ
て
も
女
性
の
力
は
大
き

い
。
組
織
へ
の
影
響
力
も
大
き
い
。
元
気

の
素
は
女
性
で
あ
り
、
組
合
運
営
に
対
す

る
協
力
を
お
願
い
す
る
」と
期
待
を
込
め
ら

れ
た
。

　

昼
食
を
交
え
て
会
話
を
進
め
、
和
気
藹
々

と
和
や
か
な
時
間
も
あ
っ
と
い
う
間
に
閉

会
と
な
り
、
本
年
度
事
業
計
画
に
掲
げ
る

「
花
い
っ
ぱ
い
美
化
運
動
」の
ミ
ニ
バ
ラ
の

鉢
植
え
、「
牛
乳
・
乳
製
品
消
費
拡
大
運
動
」

の
牛
乳
と
チ
ー
ズ
を
全
戸
に
記
念
品
と
し

て
配
布
し
た
。

会
員
を
増
や
し
て
団
結
を

新
会
長
に
砂
子
靖
子
さ
ん
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4/5　たん熊

4/20　東部事業所

4/24　東部管内

福山地方酪農協議会

上下町酪農組合

甲奴郡酪農組合

大
仙
祭
で
御
霊
を
供
養

　

福
山
地
方
酪
農
協
議
会（
山
本
芳
紀
会
長
、

会
員
七
名
）
は
、「
大
仙
祭
」を
開
催
し
、
乳
用

牛
の
御
霊
に
対
し
て
の
慰
霊
と
、
健
康
で
生
乳

生
産
に
励
ん
で
く
れ
る
こ
と
へ
の
感
謝
と
安
全

を
祈
願
し
た
。
そ
の
あ
と
開
い
た
親
睦
会
で
は
、

福
山
倉
庫
の
存
続
等
の
話
題
が
持
ち
上
が
っ

た
。

　

広
酪
か
ら
は
樽
好
美
子
所
長（
東
部
事
業
所
）

が
酪
農
情
勢
を
交
え
て
生
乳
生
産
状
況
を
説
明

し
、
酪
農
研
修
会
で
は
市
川
貴
英
所
長
代
理（
全

酪
連
三
次
駐
在
員
事
務
所
）
か
ら
、
サ
シ
バ
エ

対
策
や
購
買
及
び
輸
入
乾
草
の
情
勢
が
報
告
さ

れ
た
。

　上下町酪農組合（伊達公一組合長）は、平成 23 年度総会を開催。組合員
8 名が出席し、全議案を承認した。
　今年度の事業計画には、優秀精液配布事業を通じた「牛群能力の向上
と乳質向上」、「飼養管理の研修会」等を事業方針に掲げた。出席者からは

「年に一度は府中市役所を訪ね、市長や担当課長と酪農事情に関して対談
することで現状を知ってもらいたい。平素から顔見知りになる事が大切」
との意見が上がり、今後、開催に向けて検討することとした。
　府中市からは、「高齢化に対してどのように取り組んで行くか」、「将来
を見据えて補助金の使い道をどう活用したか明確にして欲しい」と伝えら
れ、組合員らは「県共進会、アカバネ病予防対策等にも取り組んで行か
なければならない。若い世代が多い上下町酪農組合だけにビジョンをもっ
て意欲的に事業を展開して行きたい」と気持ちを新たにしていた。

総会・優秀精液配布と飼養管理研修等の事業方針を決定

役
員

管
内
バ
ル
ク
を
清
掃

　

甲
奴
郡
酪
農
組
合（
伊
達
薫
組
合

長
）は
、
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
乳

質
ぺ
ナ
ル
テ
ィ
目
標
五
回
以
内
」と
定

め
た
。

　

こ
の
一
環
で
、
役
員
七
名
は
三
班

に
分
か
れ
、
こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
、

バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー
の
冷
却
能
力
低
下

を
防
ぐ
た
め
、
冷
凍
機
等
を
持
参
の

コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
を
使
用
し
て
、
丁

寧
に
清
掃
し
た
。

　

併
せ
て
、
乳
質
改
善
事
業
と
し
て
、

Ｐ
Ｌ
テ
ス
タ
ー
を
全
戸
に
配
布
し
た
。

　

巡
回
終
了
後
は
東
部
事
業
所
に
役

員
全
員
が
集
ま
り
、
昼
食
を
交
え
て

状
況
報
告
を
し
、「
バ
ル
ク
ク
ー
ラ
ー

の
夏
場
対
策
に
ひ
と
ま
ず
安
心
出
来

た
」と
安
堵
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。
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4/17　西部事業所

4/20　高宮ミルクボーイ

北広島町酪農団体連絡協議会

あきたかた酪農振興会

　

北
広
島
町
酪
農
団
体
連

絡
協
議
会（
柿
原
徳
則
会

長
）
は
、
会
員
家
族
や
関

係
団
体
か
ら
七
十
四
名
が

参
加
し
、
西
部
事
業
所
前

の
満
開
の
桜
の
下
で
交
流

会
を
盛
大
に
開
催
し
た
。

　

柿
原
徳
則
会
長
は
「
先

般
、
酪
農
窮
状
支
援
の
要

請
書
を
町
に
対
し
て
提
出

し
た
。
既
に
新
年
度
予
算

が
成
立
し
て
い
る
が
、
何

ら
か
の
支
援
を
行
い
た
い

と
回
答
を
受
け
た
」と
報

告
が
行
わ
れ
た
。

　

来
賓
の
山
本
武
組
合
長

（
広
酪
）は
、
日
頃
の
組
合

事
業
へ
の
協
力
と
感
謝
に

加
え
て
、「
今
年
度
の
生

乳
生
産
量
は
前
年
度
実
績
以
上
を
目
標
と
し
て
い
る
。
生
乳
生
産
基
盤
維
持
を
図
る
た

め
、組
合
も
出
来
る
限
り
の
支
援
を
行
う
構
え
で
あ
り
、皆
さ
ん
も
頑
張
っ
て
戴
き
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　

例
年
、
花
見
会
は
山
県
家
畜
診
療
所
の
歓
送
迎
会
を
兼
ね
て
お
り
、
木
下
啓
三
所
長

か
ら
新
た
に
赴
任
さ
れ
た
掘
香
織
・
篠
塚
康
典
獣
医
師
二
名
が
紹
介
さ
れ
た
。
参
加
者

は
日
頃
の
作
業
や
乳
質
等
の
話
題
に
会
話
が
弾
み
充
実
し
た
一
日
を
過
ご
し
た
。

　

あ
き
た
か
た
酪
農
振
興
会（
槇
野
大
樹
会
長
）
は
、
高
宮
ミ
ル
ク

ボ
ー
イ
倉
庫
に
お
い
て
総
会
を
開
催
し
、
会
員
他
家
族
二
十
二
名
が

参
加
し
た
。
上
程
し
た
平
成
二
十
三
年
度
事
業
報
告
並
び
に
会
計
報

告
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
計
画
案
並
び
に
予
算
案
は
全
て
承
認
さ

れ
、
役
員
改
選
に
伴
い
新
役
員
四
名
が
選
出
さ
れ
新
会
長
に
泉
秀
利

氏
を
選
任
し
た
。

　

交
流
会
は
、
隅
屋
寒
三
専
務（
広
酪
）の
乾
杯
の
音
頭
で
和
や
か
に

始
ま
り
、
木
下
啓
三
所
長（
山
県
家
畜
診
療
所
）か
ら
四
月
の
人
事
異

動
に
伴
い
、
新
新
た
に
赴
任
さ
れ
た
堀
香
織
さ
ん
、
篠
塚
康
典
氏
が

紹
介
さ
れ
た
。

　

会
員
の
一
人
か
ら
は
「
桜
の
木
を
も
う
少
し
植
え
よ
う
」と
言
う
意

見
も
出
さ
れ
、
最
後
ま

で
会
話
が
途
切
れ
る
こ

と
な
く
、
会
員
と
家
族

の
皆
さ
ん
が
元
気
に
な

り
、
新
年
度
の
ス
タ
ー

ト
に
ふ
さ
わ
し
い
交
流

会
と
な
っ
た

　

最
後
に
、
槇
野
会
長

は
職
の
退
任
に
あ
た
り
、

今
日
ま
で
の
お
礼
と
共

に
「
新
体
制
の
も
と
で

更
に
力
を
合
わ
せ
て
頑

張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
」

と
締
め
く
く
ら
れ
た
。

七
十
四
名　

桜
花
満
開
に
酔
い
し
れ
る

行
政
へ
の
支
援
要
請
を
行
う

総
会
と
交
流
会
を
開
催

新
会
長
に
泉
秀
利
氏
選
任
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4 ／ 26　比婆観光センター本店

4/27　西部事業所

庄原地域酪農振興会

西部楽酪会

酪農家の絆を大切に、今後とも頑張ろう！
　庄原地域酪農振興会（林智行会長）は、平成 23 年度総会を開催し、会員 13 戸
17 名に加え、庄原市、県北部畜産事務所、JA 庄原の担当者らが出席した。広酪
からは山本武組合長の他、西中晃参事、中山篤志課長（事業推進課）、竹ノ内寛治
主任（事業推進課）が出席した。
　林会長は「当会は 16 戸の会員と実業高校で構成している。随分会員も減少し
てきたが、力を合わせていかなければ活動の継続も困難となる。常日頃から絆を
大事にして頑張って行きましょう」と挨拶し、庄原市からの手厚い助成支援につ
いて感謝の言葉を述べられた。
　藤井司所長（北部畜産事務所）からは「他の組織の会合に比べて、庄原地域酪農
振興会には若い方が多い」として、驚きと今後への期待を交え挨拶された。その他、
同事務所担当者から、飼養衛生管理区域や頭数調査の依頼、白血病のまん延防止の情報提供が行われた。
　山本武組合長は、今年度の乳価交渉はキロあたり 2 円以上の値上げ要求を含めた中国生乳販連の情勢、
TPP 反対運動を積極的に継続していくことが伝えられた。
　西中参事は、平成 23 年度の生乳生産量の実績、乳質ペナルティの使途等を含めた最近の酪農情勢を報
告した。
　庄原市からは、平成 23 年度の要望活動に対して、その回答を纏めた書面をもって説明され、加えて、
新たに広酪の行う自家育成事業と連動した事業内容を含む平成 24 年度補助事業の説明があった。

　総会議事は、平成 23 年度事業報告及び収支決算、平成 24 年度事業計画
（案）及び収支予算（案）を上程し、原案どおり可決承認された。事業計画に

は、農業共済組合が実施する牛舎消毒の助成、庄原メンバーズクラブへの
後継者活動の助成、会員減少を踏まえて、親睦研修旅行を含めた年 3 回の
研修会を予算化し、庄原市全域の周辺組織をまとめた庄原市酪農連絡協議
会や広酪の研修会に参加することとした。
  総会後は、昼食を交えた関係機関との活発な意見交換を行い、懇親をしっ
かり深めることができた。

秘
訣
は

我
が
子
を
育
て
る
よ
う
に
！

　

西
部
楽
酪
会（
井
上
正

芳
会
長
）
は
、
花
見
会

を
開
催
し
、
会
員
家
族

ら
十
九
名
が
参
加
し
た
。

今
回
新
た
に
山
県
家
畜

診
療
所
に
配
属
さ
れ
た

堀
獣
医
師
と
、
松
本
牧

場
の
従
業
員
も
加
わ
り

盛
大
に
開
催
し
た
。

　

井
上
会
長
は
西
日
本

酪
農
青
年
女
性
会
議
主

催
の
酪
農
発
表
大
会
の

報
告
と
共
に
、
来
る
七
月
十
二
・
十
三
日
開
催
の
全
国
酪

農
発
表
大
会
へ
の
参
加
を
求
め
、
数
名
か
ら
参
加
希
望

の
声
が
上
が
っ
た
。

　

懇
親
会
で
は
「
育
成
牛
の
管
理
」が
話
題
と
な
り
、
特

段
の
飼
養
管
理
は
行
っ
て
い
な
い
酪
農
家
が
多
か
っ
た

が
、
井
上
会
長
は
「
私
に
子
ど
も
は
い
な
い
も
の
の
、
子

ど
も
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
た
め
に
は
粗
末
な
食
べ
物

は
与
え
な
い
は
ず
。
牛
も
同
様
で
あ
る
」と
述
べ
ら
れ
、

参
加
者
は
な
る
ほ
ど
と
改
心
さ
れ
て
い
た
。
会
員
は
今

後
予
定
す
る
東
部
管
内
青
年
部
と
の
交
流
を
楽
し
み
に

さ
れ
て
い
る
。


